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◆ 研究概要 
1) 日本糖尿病学会主導の糖尿病診療ガイドライン策定． 
2) パーキンソン病に対する Donepedil のランダム化比較試験（DASH-PD）． 
3) 慢性心不全に対する高尿酸血症薬のランダム化比較試験（LEAF-CHF）． 
4) 心房細動のコホート研究データの分析（J-RHYTHM）． 
5) 末梢動脈疾患レジストリーデータの分析（SEASON）． 
6) 脳梗塞の再発予防に対する Pravastatin のランダム化比較試験（J-STARS）． 
7) 虚血性脳卒中の再発予防に対する Cilostazole のランダム化比較試験（CSPS）． 
8) 難治性眼疾患に対するヒト乾燥羊膜の臨床試験． 
9) SGLT2 阻害薬の QOL 評価臨床試験の統計解析（受託研究）． 
10) 機能性表示食品の研究レビューに関する調査研究（消費者庁）． 
11) プロバイティクス食品の有効性に関する研究レビュー． 
 
◆ 著 書 
1) 折笠秀樹．脳・心・腎血管疾患クリニカル・トライアル Annual Overview 2016．臨床研究適正評価教育機構編．東京：
ライフサイエンス出版；2016 Apr．2015 年概説－EBM；p. 44-5． 
2) 折笠秀樹．脳神経外科診療プラクティス．橋本信夫監修．東京：文光堂；2016 May．IV．薬剤に関する臨床試験 2．
大規模臨床試験論文の読み方；p. 267-71． 
3) 折笠秀樹．糖尿病診療ガイドライン 2016．日本糖尿病学会編著．東京：南江堂；2016 May．糖尿病診療ガイドライ
ン策定作業の方法論；p. 1-4． 
4) 折笠秀樹，上岡洋晴，津谷喜一郎．臨床研究と疫学研究のための国際ルール集 Part 2．津谷喜一郎，中山健夫編．東
京：ライフサイエンス出版；2016 Jul．AMSTAR：システマティック・レビューの方法論的な質を評価するための測
定ツールの開発（和訳）；p. 148-55． 
5) 上岡洋晴，折笠秀樹．機能性表示食品－適正な研究レビューのための必携マニュアル．東京：ライフサイエンス出
版；2016 Dec． 
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1548-55.  
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acute coronary syndrome: findings from the PACIFIC registry. Circ J. 2016 Jul; 80(7): 1607-14. 
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10.116/JAHA.116.004075. 
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H, Sakuma I, Saku K, Okumura Y, Nakamura Y, Morimoto H, Matsumoto N, Tsuchida A, Ako J, Sugishita N, Shimizu S, 
Shimokawa H, on behalf of the EXPAND Investigators. The EXPAND Study: Evaluation of effectiveness and safety of Xa 
inhibitor, rivaroxaban for the prevention of stroke and systemic embolism in a nationwide cohort of Japanese patients 
diagnosed as non-valvular atrial fibrillation-. Tohoku J Exp Med. 2016 Nov; 240: 259-68. 
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◆ 総 説 
1)  Origasa H. Some methodological issues and future of risk prediction studies in cardiology. Circ J. 2016 Jun; 80(6): 1314-5. 
2)  折笠秀樹．SPRINT と ACCORD はどうして食い違った結果になったのか？－主として統計学的観点からコメント．
Therapeutic Research．2016 Jan；37(1)：16-7． 
3)  折笠秀樹．非劣性試験の基礎と論点．腫瘍内科．2016 Apr；17(4)：432-6． 
4)  折笠秀樹．ITT 解析とは．ドクターサロン．2016 Jun；60(6)：446-9． 
5)  折笠秀樹．メタ解析とは．ドクターサロン．2016 Jun；60(6)：450-3． 
6)  折笠秀樹．LUX-Lung 7 試験結果を巡って．薬理と治療．2016 Jun；44(6)：815-21． 
7)  折笠秀樹．臨床研究に携わる研究者が知っておくべき統計学．薬理と治療．2016 Jul；44(7)：987-95． 
8)  折笠秀樹．カプラン･マイヤー法を見るときに気をつけたいポイント．日本医事新報．2016 Jul；No.4813：40-4． 
9)  折笠秀樹．日本の健康食品はどうあるべきか？．薬理と治療．2016 Aug；44(8)：1087-9． 
10)  上岡洋晴，折笠秀樹．第 1 回－機能性食品制度の有効性に関する届出の概要．薬理と治療．2016 Aug；44(8)：1093-102． 
11)  北湯口純，上岡洋晴，折笠秀樹．第 2 回－PRISMA 声明チェックリストに基づくレビューの質：現状と課題．薬理
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12)  吉﨑貴大，唐 文涛，折笠秀樹．第 4 回－レビューにおける対象研究・全体の妥当性・信頼性の評価：現状と課題．
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15)  折笠秀樹，唐 文涛，吉﨑貴大．第 5 回－メタ分析を実施したレビューの手順・記載の適切性：現状と課題．薬理
と治療．2016 Oct；44(10)：1403-6. 
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1)  折笠秀樹．傾向スコアと非劣性試験：基本と論点．第 50 回癌治療に関する医療統計勉強会；2016 Feb 19；大阪． 
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No.486． 
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四天王．2016 Mar 24；No.501． 
6)  折笠秀樹．診療所における高リスク処方を減らすための方策が立証された．CLEAR! ジャーナル四天王．2016 Mar 
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9)  折笠秀樹．医療機器臨床試験の事前届出システム：日米どちらのシステムが良いのか？．CLEAR! ジャーナル四天
王．2016 Jun 6；No.541． 
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四天王．2016 Jul 14；No.565． 
11)  折笠秀樹．新医療機器－早期の解禁と安全面の担保、どちらを優先しますか？．CLEAR! ジャーナル四天王．2016 Jul 
15；No.566． 
12)  折笠秀樹．生物統計学．第 1 回臨床薬理学集中講座；2016 Aug 5；逗子． 
13)  折笠秀樹．医師や病院への金銭提供は薬剤の処方へ強く影響していた．CLEAR! ジャーナル四天王．2016 Sep 2；
No.587． 
14)  折笠秀樹．小規模試験で効果超大のときには要注意．CLEAR! ジャーナル四天王．2016 Nov 11；No.607． 
15)  折笠秀樹．医療統計クイズ【統計】くも膜下出血治療法比較データ（再発リスク）正しい内容は？．
http://www.m3.com/quiz/doctor/mail/question.html?ids=63800. 2016 Dec10 公開． 
16)  折笠秀樹．治療効果の性差はあまりないようだが、有意な性差であっても精査が必要だろう．CLEAR! ジャーナル
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四天王．2016 Dec 16；No.627． 
17)  折 笠 秀 樹 ． 医 療 統 計 ク イ ズ 【 統 計 】 く も 膜 下 出 血 治 療 法 比 較 デ ー タ （ 死 亡 率 ）  誤 り は ？ ．
http://www.m3.com/quiz/doctor/mail/question.html?ids=63801. 2016 Dec 17 公開． 
18)  折笠秀樹．医療統計クイズ【統計】くも膜下出血治療法比較データ（再出血率）  正しい内容は？．
http://www.m3.com/quiz/doctor/mail/question.html?ids=63802. 2016 Dec 24 公開． 
19)  折笠秀樹．医療統計クイズ【統計】アスピリン RCT 結果  Lost to follow-up で正しい内容は？．
http://www.m3.com/quiz/doctor/mail/question.html?ids=63803. 2016 Dec 31 公開． 
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